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平成11年度一泉同窓会総会
川北蔦会長かち小倉周一郎新会長へ
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役員交代
平成11年度の－泉同窓会の総会と懇親会はも10月

15日午後6時から、ホテル日航金沢で行われ、順

調な議事進行と盛大かつ和やかな歓談の場となっ

た。

川北篤会長（一中55期・一高）の挨拶、中山修

校長の母校近況報告、正村事務局長．の－泉同窓会

・一泉基金収支決算と事業等経過報告、監査報告

がなされ、いずれも満場拍手で可決承認された。

当日の参加者は、近年の平均400人をはるかに

上回る655名（申し込み702名）という大人数を記録

し、金沢最大の宴会スペース（テーブル方式）を

誇る同ホテルでもまれを大規模な集いとなった。

報告審議の最重要事項は、任期満了による川北

執行部の退任と新執行部の選出。新会長には泉丘

7期の小倉周一郎氏が満場一致で選出された。

平成7年以来2期4年の川北執行部は在任中、

平成10年の泉丘創立50周年や、通信制課程創立50

周年など、節目を飾る記念事業に足跡を残し、次

の小倉新執行部へとバトンタッチした。

クラシックな演出・懇親会
引き続き懇親会は、灯りを消した会場に、プロ

のシャンソン歌手・井関真人氏とピアニスト吉川

正夫氏の演奏と歌声が流れる華やかな雰囲気に包

まれた。出席者の最長老・福田尚造氏（一中40期）

の乾杯音頭で開宴。

北山吉明氏（泉丘18期）のカンツォーネ、中田

佳珠氏（泉丘31期）のピアノ、続いて東海林也令

子氏（泉丘18期）のピアノ、大久保秋子氏のバイ

オリン、細川文民（泉丘43期）のチェロの三重奏

という華麗なアトラク㌢ヲンとなった。

＼この三重奏は好評で、後日事務局へ「従来その

例が全くないクラシック、それも小生が、器楽の

形態でもっとも好きなピアノ三重奏、そしてこれ

以上にないくらい好きなシューベルトのピアノ三

重奏、そしてこの作品の中でも特に美しい第一楽

章。耳と心を天国の様にして楽しみました。」との

便りがあり、700人にせまる大宴会の中でのクラ

シック音楽の効果も大きかった。

歓談はいつまでもつきなかったが例年のごと

く、仝眉が肩を組み合っての校歌・応援歌の合唱

に、同窓会の雰囲気は一段と高まった。小倉新会

長が閉会の挨拶。一泉同軍会の益々の発展と合点

の健勝を祈念してめでたく解散となった。

11年度幹事期の18、19、27＼37期の皆様、ご苦

労様でした。2000（平成12）年は10月15日（日）、

金沢東急ホテル（金沢市杏林坊）で開催の予定。

幹事期は泉丘19、20、28、38期の方々。

厳粛に物故者慰嚢祭

10月15日は朝から小雨がちで、午後3時か

らの物故者慰霊泰は、やむをえず校舎玄関ド

ーム下で巌霜碑を遥拝しつつ厳粛に行われ

た。司祭の神主は－中時代以来石浦神社の長

谷宮如こお願いしている。参加者は川北篤会

長、中山修校長、3人の教頭、－中OB（45

期、46期、52期）と、泉丘0鱒の幹事期・副

幹事期関係者ら20名。今はなき諸先輩の霊に

合掌し、新しい一歩を誓った。
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一兵同窓会新役員の紹介

会／長　小倉周一郎（泉丘7期）

副会長

普神　貴行（－中56・泉丘2期）

水谷　　昭（泉丘7期）蔵田　武男（泉丘9期）

膏村外茂勝（泉丘11期）浅田　恒二（泉丘12期）

荒磯　千舟（泉丘18期）多田　拓也（泉丘25期）

村本書和子（通信28期）

監　事

奥田　　徹（泉丘6期）笠置　研一（泉丘11期）

相談役　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

荒川　　宏（一中45期）越馬　平治（「中49期）

米谷　半平（一中50期）宮　　太郎（一中51期）

渋谷　亮治（－中54期）川北　　篤（一中55期）

事務局長

正村　健三（－中58・泉丘4期）

○　●　○　●　○　●　○　●　○　●　○　●

同窓会事業と報告

★平鹿11年度事業報告

4／3　　代表委員会

5／1　　同窓会機関紙「－泉」27号発行

5／6－11桜美会小品展
6／5　　関西一泉同窓会総会

9／1　　一泉行列

10／15　　一泉同窓会総会・物故者慰霊祭

10／2ト26　桜美会展

11／5　　関東一泉同窓会総会

12／6－20　桜兵舎スケッチ小品展
3／21　本多公園桜草校跡地碑副碑設置

一泉同窓生住所職業調査（12，488名）

★平成12年度事業計画

5／4－9　桜美会小品展

5／6　　同窓会機関紙「一泉」28号発行

6／3＼　関西一泉同窓会総会

9／1＼　一泉行列

10／15　　－泉同窓会総会・物故者慰霊祭

10／2ト22　スケッチ小旅行（近江路）

10／27、関東一泉同窓会総会
∵泉同窓生住所職業調査（12，00p名）

11／15－20　桜美会展（名鉄丸越）

“－泉”のきずなと友情を新たに

平成11年度関東一泉同窓会総会

関東一泉同窓会総会は例年のごとく11月の第一

金曜日6日の午後6時半から、サンケイ会館ホー

ルで開催された。多年にわたって日本の製紙業界

のリーダーであり、近来はエッセイストとしてと

みに名が高い河毛二郎会長（一中43期）の挨拶。

急用のため止むを得ず欠席の小倉周一郎（泉丘7

期）－泉同窓会新会長に代わって、水谷昭副会長

（泉丘7期）が就任披露の元気な挨拶をした。川

北篤（一中55期・一高）前会長からは4年間の在

任の報告と協力御礼の言葉が、中山修校長（泉丘

10期）からは学校の現況、特に好成績の進学や、J

活発な水泳部・陸上部・囲碁将棋部などの活動状

況の報告があった。

懇親会は、例年のごとく移動自由な立食パーテ

ィで水を得た魚のごとくテーブルからテーブルへ

回る人も多い。企業の中核で働いている人が多い

のだろう。アトラクションはシャンソンとビンゴ

ゲームで大いに盛りあがった。金沢と東京でよく

もこんなに集めたと思われる程たくさんの景品の

山で、ビンゴで上がれなかった者も出口で景品を

頂き、うれしい解散であった。幹事期の20期大変

にご苦労さまでした。　　　　　　（正村記）



「－泉」第28号（3）

jhノ

150人が集い、旧交温める

平成11年度関西一泉同窓会総会

第19回関西一泉同窓会総会は平成11年6月5日

（土）午後2－5時、大阪市城見のパノラマビア

レストランで開催された。金沢から中山修校長（泉

丘10期）、恩師の楠禎一郎先生、－泉同窓会副会長

の浅香以都子（泉丘10期）さん、事務局から正村

健三氏（－中58・泉丘4期）が来賓として出席し

た。ほかに金沢、名古屋、東京からも出席があっ

た。昨年は100名足らずであったが、今年は150名

になんなんとする出席で盛会となった。うち一中

の先輩は30名で、例年にならって「金沢を偲ぶ歌」

「一中校歌」などでお元気さを見せた。泉丘6期

21名が「校歌」を合唱するなど結束の良さを見せ

た。

泉丘22年間の在職中、数学を丁寧で切れよく教

え、生徒を愛し愛され続けた楠先生は、教え子と

し　の懇談に3時間をあっという間に過された。好き

なアルコールで喉を潤し、次々と楽しい話題を繰

り出された。先生は、金沢から当時の生徒とのア

ルバムを持って来られるなど、久しぶりの遊遍に

）　充実した時を過され、大感激の様子であった。

柚木学関西一泉同窓会会長（一中54期）逝去

平成12年4月21日西宮の病院で肝不全のため逝

去。日本学士院賞の『近世海運史』の研究など高

い実績があり、大変に惜しまれている。関西一泉

同窓会の和合にも力を注いで頂いた。

く弓道場着工のめど〉

泉丘高校弓道部の1999年度の部月数は、60人に

達しようという大所帯になった。一中弓道部の先

輩の方々の10年を越える応援と指導の賜物であ

る。弓道場については、2000年度中にプールとテ

ニスコートの間に着工建設の運びとなった。併行

してテニスコートの整備も行われる。

本多町の櫻章校跡地碑

副碑を設置

金沢市の本多公園に『桜草校跡地』の石碑があ

る。金沢一中の旧校舎のあった場所で、1973年一

泉80周年記念に当時の宮太郎会長（⊥中51期）が

揮竜し手取石に彫り込んだ堂々たるものである。

しかしながら、桜花を章にした学校は多く、将来

世代の推移とともに混同されることになってはと

いう懸念がなされていた。同窓会では平成11年度

予算で、石碑説明の副碑を設置した。台石は黒の

御影石、説明版の御影石はフォレストブラウンで

主碑の色調に合わせた。副碑のデザインは小松囁

一氏（－中57・泉丘3期）。

なお、石碑背後の石垣上の斜面に、－中33期生

のウバウメガシ、41期生のサクラ3種、45期生の

サクラ1種と各石碑があるのも今はよい記念とな

っている。特に桜草校跡地碑の着後に見える黒の

御影石の碑は金田心象氏の揮豪。金田氏は昭和5

～9年に一中の書道教官であり、のち書家として

全国で名を成された方である。一中書道部も同氏

時代に結成された。

設置された副碑の説明文は下記の通りである。

標　章　校

櫻章校とは石川県立金沢第一中学校のこと

である。金沢第一中学校は明治26年に金沢市

新道（現本町）に設置されたが、同30年にこ

こ下本多町（現本多町）に校舎を新築し、移

転した。以後昭和12年の富樫町（現泉野出町）

への移転まで櫻章健児の学び舎があった。

なお、金沢第一中学校は同23年に学制改革

で石川県立金沢第一高等学校、同24年には石

川県立金沢泉丘高等学校と改めた。
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おめでとう！第6回『－泉賞』

「心身一如の発達につとめて」に始まる金沢泉
丘高校の校是は昭和31（1956）年に制定された。
学校側による服装持ち物指導の強化に反発した生
徒から、目標とする校是がないではないかという
意見が出され、山本外書校長が熟考の結果、打ち
だしたものである。当時、高度成長が始まり生徒
の日常生活も大学受験のための学習に偏り始めて
いた。その意味では、学習も課外活動もという含

蓄の深い「心身一如」という目標は時宜を得たも
のであった。

これは、金沢一中時代「文武両道」という目標
を掲げ，知的で剛健な生徒の気風が醸成されてい
たのと相通ずるものがあった。「文武両道」「心身
一如」の理想は平成の現在も変わりはない。「－
泉質」はこの理想に沿って制定されたものである。

く一泉賞受賞のみなさん〉

・運動部関係
〔陸上〕合田信穂、山崎良成、徳多正行、南堀直之、
江波護、吉村充将〔登山〕河原麻衣、田中秀明、田
井小百合〔剣道〕本山義晃、松平拓也〔テニス〕
平井陽〔バドミントン〕小原一顕〔男子バレー〕
水野嘉是〔ハンドボール〕出野尚、村中ありか
〔男バスケ〕西野武蔵〔女バスケ〕木村美穂〔水

泳〕干場崇史、吉田広人
・文化部関係
〔JRC〕大西絵里、田川明日香〔囲碁部〕押田華奈
〔将棋部〕山本健〔書道部〕永島憤朗、栗田仲之介、
中野明夫〔放送部〕黒杉愛、大阪真智子〔合唱部〕
中谷元
・生徒会役委員・ホームルーム関係
〔図書委員〕浅野雅哉、木村信元〔生徒会〕谷川恵
一〔ホーム役員〕高畠翔吾〔ホーム委眉〕佐藤尚
美、松井秀樹
・通信制　島崎陽子、高田真也

通信制卒業式の－泉賞授与

先進技術で社会に貢献する…l西

国浪合工業株式会社
代表取締役会長漉　谷　亮　治（－中54期）
本社〒920－8681金沢市大豆田本町　TEL O76－262－1201

回シフやマシナリー株式毒恕
代表取締役社長渡　辺　英　勝（泉丘13期）
本社〒920－0023　金沢市北安江町421TEL O76－233－8111

ー泉同窓会基金

資産および事業内容　／
平成11年度中間報告

平成12年1月31日現在（単位千円）

～盲J範や戻てl轟上旬
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基本財産

4 0 ， 0 0 0百周 年記念特別 基金

公益 信託教育振興 基金 5 0 ， 0 0 0

運用 財産 4 8 9

同窓会支援金 1 ，、5 0 0

寄付金 1 4　0

運用収 益 4　6 0

合　　 計 2 ， 5 8 9

上質簑扉でr
語

た譜短

lヤー・・h

事務 費 （信 託報酬 ・公告） 4 5　8

ー 泉質 （表彰生徒 数43名） 4 3 0

クラブ活動 助成 2 0 0

理数 科課題研 究助成 2　0 0

国際交流活動 助成事業 十0 0

l　＿．
福祉活動 支援 1 0 0

図書購 入助成 1 0 0

遠征用送迎バス買替積立資金 3 0 0

ミ㌔レJ、－
＿ナもー

　も

通信制体 育用 品購 入助成 1 0　0

小　　 計 h　 9 8 8

rJ一決∫㌦ぜ一繁華′∴l・加一l〆l聖㌔硝
来年 度繰越運 用財産 6 0 1

平成11年度の運用収益は上の表の通り現行の金

利水準では46万円前後しかなく、運用収益は見込

めない状況です。

寄付をお待ちしております。一泉同窓会事務局

に申し付けて下されば、払い込み振替用紙をお送

り致します。

☆寄付　瓜生復男、（－中39期）　30，000円

匿名　　　　　　　　110，000円

）
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の集い

【－中41期（昭和9年卒業）総会】
平成11年10月15～16日・片山津温泉「せきや」

私達は177名の卒業でありますが、45名の現存

者になりました。卒業以来66年、実に140名近く

の学友が亡くなっていることになります。その間

可惜（あたら）戦争で身をお国に捧げたものが実

に20名居ります。まだ若い気持ちで居るのです

が、同窓会の席上では大先輩の学年期に祭り上げ

ヽJ　　られるので面映（おもは）ゆくなります。

同期生会は毎年恒例として期日は10月15日（創

立記念日）場所は片山津温泉（せきや）と決めて

あって、フリー参加の形式にしてありますが年々

参加者が少なくなり今年は9名でした。

別に年2回「同期生会だより」なる小冊子（10

ページぐらい）を発行し、全眉の近況や回想記の

寄稿文をのせ、配布して居ります。今まで18号ま

で出しました。会を持っても都合や身体の具合で

集まりが悪いのでこの小冊子をみんなの談話室と

いったことにして、これを中心に親睦を深め仲々

し　好評を得ています。　　　　　　　（南秀男記）

元地健法律事務所
（関西一泉同窓会事務局）

弁護士元　地　　健（泉丘13郷

〒530－0054　大阪市北区南森町ト3－27

南森町丸井ビル8階

TEL O6－6364－6793

FAX O6－6364－6176

【－中42期（昭和10年卒）十桜会総会】
平成11年10月12～13日・「粟津グランドホテル」

毎年1亘例の十桜会も今年は第28回絵会を迎え、

私たちも、いつの間にか80才を越えて、早2年。
向期生174名中107名を失って、残る者も若かりし
日の色香・も失せ、転た今昔の感無量なるを覚えま
す。今年の給金は政界防ロ賓の粟津温泉でゆったり
と普段着の温泉気分を味わうことにした。現在会
．貝67名、参カロ者は合点23名と同伴夫人8名、合わ
せて31名。

開会に先立ち、昨年の湯河原総会以降逝去され
た7名〔岡島実・結城善郎・十河義郎・小泉甚三

・能谷俊雄・野口良三・総こ会直前なくなった鴻野
五八〕の会友諸兄のご冥福を祈り黙頑さ。
主催地区を代表して諸江幹事が「残り少ない黄

金・の日々を大切にし助け合って生きよう」と挨拶
十桜会今後の運営についてお互いの体力気力に限

界を覚える昨今、全国紙会をこのまま継続か否か
について審議し、次のように決まった。
ノとりあえず2年後までということで

1、平成12年（第29回）は従来通り関東地区幹事
担当により開催、場所は箱根湯本富士家ホテ
ル、日時は11月初旬

2、平成13年（第30回）は関東・北陸・中部関西
3地区の共催とし、場所は京者β方面
この後懇親会に移り－中応援歌を詠いカラオケ

を唄い、夜のふけるまで話に花を咲かせた。
なお私たちの十桜会に毎年ご夫妻で参カロ頂いた

大切な恩師藤田誠一先生が1年間の療・養甲斐なく
平成11年10月14日（私たちの会の翌日）他界され

た。享年92歳。十桜会合＿貝一同心よりご冥福をお
祈り申し上げます。　　　　　　　　　　（坂本記）

出席者〔関東地区〕上島外二・久保田全便夫妻・坂部重
之夫妻・中谷郁夫・西村忠恭・古沢英雄夫妻・山崎太幸男・米
山兵吾〔関西中部地区〕今井国男・沖野永保・酒井　正〔北
陸地区〕浅本行雄・葛西満夫妻・柿木義夫夫妻・久間賢三・
駒居三郎・坂本六郎夫妻・高畠有事・東　勉・舟田一雄夫妻・
経木息清・松本芳弐・諸江敏夫夫妻

金沢陶器株式会社
岡島を陶芸教室

代表取締役社長本　野　雅　隆（泉丘13期）

本社工場　金沢市三社町7－39

TEL（076）233－3300㈹

ノ／FAX（076）233－3301

鵬嘲一為革J
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【－中46期（昭和14年卒業）総会】、1
平成11年7月18日　卒業60周年記念

山中温泉「よしのや依緑園」

わがクラスも今年ははや「卒業60周年記念」。ど

うせやるなら山中の老舗高級ホテル「よしのや」

でやるまいかと、ここに決まる。ホテルの窓から

見る初夏の山中「鶴仙峡」は足下に大聖寺川の清

流がせせらぎ、すぐそこの対岸には寓緑したたる

原生林と、まさに翠轡の境山中ならではの眺めで

あっノた。

「オィ、ヨウ釆テクレタナ」関東から関西から

それに地元から元気な面々が集まってくる。夫人

同伴の一人を入れて出席者29名。

絵会での議題に「傘寿（80才）記念号」として、

もう一回「厳霜年報」を発行したらどうかと。厳

霜年報はたしかにわがクラスの代表作品。基金集

め、原稿集め、製本と、エライコッチャがもうー

回頑張ってみるか。

群青壁の立派な大座敷での懇親会はアルコール

も相当な量でまだまだいける。ただ、校歌・応援

歌は往時の名リーダーも寄る年波に目はかすみ、／

声はかすれ∴動きはヨタヨタ。だいぶダチャカン

スタイルとなってきた。アンマリ無理デキン年ジ

ャワィ。あとは漕β屋で車座のおしゃべり会、昔話

の花が咲き、夜中1時頃まで話し込む組もあっ

た。翌朝「マタ釆年会ウゾ」とおたがい励ましあ

い解散。三々五々帰路についたのである。

（太田記）

株式会社 クチリのア オ キ

代表取締役社長

青　 木　 桂　 生
（泉 丘 1 3期 ）

本　 部

〒 924－0057　石川 県松任 市松本 町25 12番地

T E L （0 76）274 －1111 F A X （076 ）2 74－6 114

E †m a il ：a O k ih lO l ＠ h itw a v e ．o r．jp

出席者＜関東＞吉田喜市、村上淳男、山本周三、尾本康

次郎＜関西＞細川照、新宅健雄、阪東芳雄、加藤敬、同

夫人、＜北陸＞金谷与平、石立実、稲松敏夫、大垣秀邦、

太田定夫、瀬川成、片岡茂太郎、金丸直治、坂本仙之介、

寺内良雄、中野輝一、中村政男、鍋谷太市、深田元夫、

藤井欣一、松本忠男、松本豊次、松本洋三、三崎秀夫、

宮本敏之

【－中47期（昭和15年卒業）十五桜会総会】

平成11年4月15日（木）粟津温泉「おびし荘」

にで99年度15桜会総会を開催した。今年は47期

同期生の殆どは「喜寿」を迎えたか、あるいは迎

えようとしている。

昭和15年3月、一中卒業の頃は既に軍靴の音高

三三三三三二三三l；≡…≡J
昭和20年終戦直前に同期生20名が戦死している。

敗戟後の激動の50年間は医学や工学、情報が進歩

発展を続けたので、現存同期生で生き永らえ、一

病息災のものは、87名である。

この内、今年は23名カさ出席予定であったが、当

日体調不良等により20名が出席した。大屋幹事の

司会により大蔵幹事から同期生ならびに－泉同窓

会の現況報告があり、続いて関東の福岡幹事、関

西の元田幹事から、、関東、関西の同期生の近況報

告があった。昨年は、森沢正夫、森山兼之、）堀井

渉の3君、本年1月中川智雄君が急逝した。物故

者の冥福を祈り黙頑を捧げた。

順天堂大学名誉教授中島章君の音頭で乾杯をし

建設総合コンサルタント

⑳株式会社　｝富士設計コンサルタント

代表取締役社長野　村　碩　志（泉丘13期）

〒920－0343　金沢市畝田中3丁目4番地

TEL′も76－268－6100㈹

FAX O76－268－1822
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た。そのとき「本日出席者の顔を見れば、概90才

までは大丈夫だろう」と医学博士らしい発言があ

った。

その後の同期生の発言の主たるものは………

①最終ランナーは誰かな？

②金さん銀さん106オ、47期生は生きられるかな？

③健康管理は自分の責任でやろう。

⑥老化に負けず一中時代の青春を取り戻そう。

最後に上田栄一君のハーモニカの伴奏で、一中

校歌、応援歌を若々しく高らかに合唱して閉会し

た。翌日緑内障で失明状態の寺井町在住の垣田生

知君を見舞った（大蔵・石橋・三須・元田・大屋

・縄野・福岡の7名）。本人は耳で誰だか分かり訪

問を喜んでいた。　　　　　　（大蔵富夫記）

㌧ヽノ　出席者〔関東地区〕坂本三十次、坂本澄、中島章、福岡二郎、

深見信一、山口尚三〔開西地区〕木村和義、元田隆〔北陸
地区〕石橋鋒造、上田栄一、大蔵富夫、大屋信之、大谷渉、木

村久書、島村隆、鈴木信義、中候英一、中村書次、縄野茂信、
三須徹

【一中51期（昭和19年卒業）－桜会熱海大会】

・日時平成11年5月17～18日・熱海温泉金城館

・参加人員34名・幹事関東地区4人衆

（越田君・朴木君・井沢君・中井君）

閑東地区の幹事諸兄のお世話により、一桜同窓

会が初めて北陸地区を離れ、熱海温泉で開催され

ることになり、昭和14年金沢一中入学以来60年目

の意義ある大会となった。当日金沢駅頭に集まり

車中歓談しながら熱海に向かう。

熱海金城館ロビーに幹事諸兄が受付に陣取り、

「ヤアーヤアー」と旧交を温める挨拶を交わし、

卒業以来初めての山本君や、立派な髭を蓄えた森

し　君には一瞬だれか判らず戸惑いしたが、やがて昔

の面影が思い出された。後は殆ど面識のある元気

な諸兄に会い、懐かしさ一入。旅の疲れを大浴場

で落し、定刻に宴会場に集まり、先ず昨年5月辰

口温泉まつざき旅館以来約一年間になくなられた

6名の方（本野文雄君・岩木昭一君・近藤外喜成

君・佐伯郁久君・清水進君・竹下一郎君）を含む

68名の物故者のご冥福を祈り、黙藤を捧げ、その

後全員で金沢一中校歌を斉唱し、宮太郎一桜会会

長のいつも変わらぬユーモアたっぷりの挨拶があ

り、関東地区代表越田君の歓迎の言葉があり、引

き続き北陸代表川原君の乾杯の音頭にて開宴とな

る。熱海芸者の綺麗処が入るとともに大変盛り上

がり、声かかすれる程談論風発、中学時代にタイ

ムスリップし、次第にアダナで呼び合うようにな

り、遠慮も気兼ねもいらぬ雰囲気が醸し出され、

感慨深い思い出多い熱海の一夜を過ごすことがで

き、これも健康ならばこそとお互い喜び合った。

翌日朝食後再会を約し、帰路につく。特に成績

ならば卒業生200人中100番以内が望ましいが、あ

の世行きは遅いほどよく現在までの物故者が68名

で、この後100番以内に入らないようにと確認し

合った。

尚、9名が箱根観光バスに乗り、箱根関所・芦

ノ湖海賊船・ロープウエイ・ケーブルカーを乗り継

ぎ、予定通り午後3時半小田原駅に到着。幸い好

天にも恵まれ、目に青葉山ほととぎすの英気を養

い有意義な一日を過ごすことができ、幹事諸兄の

至れり尽くせりのお世話に感謝しつつ帰路に着く。

〔関東地区〕浅井方通・山本千代三郎・伊藤栄一・森　聖揚
・平松工人・北中久一・島　和夫・西川　忠・和田静夫・越田

保・井沢郁朗・中井泰一郎・朴木春夫〔関西地区〕水落出
・宮野良雄・塚本増能・葛西義隆・岸本孟〔北陸地区〕野田

邦夫・室谷与三松・中野利男・園部哲三・川原善一・竹田徳太
郎・石田　豊・金森　義・松田良三・宮　太郎・寺中書造・宮

林和彦・吉岡　清・中村正夫・横井　衛　　　　　合計34名

池田内科クリニック

院長池　田　清　司（泉丘13期）

〒92ト8155　金沢市高尾台1丁目112番地

TEL O76－298－9999
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【－中54期（昭和21・22年卒業）朱木会総会】

平成11年5月29日午後2時から、松・任市のグ

ランドホテル松任（板尾達雄社長・一中54期）で

－中54期「未木・古稀の会」を開催しました。同

期は4年修了、5年卒業、更にはもう1年在学し

て一高生として卒業した者など、戦中戟後の社会

混乱期を経験した苦悩の多い旧制中学生。軍関係

校から復学した者56名、事情があって転校を余儀

なくされた仲間も含めて、同期生として朱木（54

は株、株を分析して名付けた）会を組織している。

古稀の会には全国から75名の参加があった。出

席を予定しながら5日前に急死した松波俊一君を

加え、故人は58名を数える。開会に先立ち亡き友

への冥福を祈り黙痛を捧げる。全員着席すると会

場は暗くなり、静かに影笛が響き渡り、各自が卒

業52年の来／し方を瞑想にふける一時だった。関東

・関西・九州など遠来の友が約30名、卒業後初参

加の珍客もあり、午後5時まで3時間、加賀料理

と地酒『天狗舞』と地元のビールに舌鼓をうちな

がら旧交を温めた。

二次会は同ホテルのバーでの飲み直しや、アマ

8段格の辻良平考（東京理科大教授）を中心に和

室で囲碁の会が開かれ、徹夜の対局もあった模

様。当日の出席者は次の通り。　（宮崎欽摘記）

赤井外書治、浅野俊一、安藤康雄、池田寿夫、石尾昭、

石田外志郎、泉彪之助、泉谷勝巳、板尾達雄、板谷芳京、

KINTA　　　鉄鋼・機械●建設資材・管材

取締役社長南　　昭　武（泉丘14期）

織式台枇金太
本社　〒92ト8561金沢市泉本町5丁目61番地

TEL（076）242－3080（直通）FAX（076）280－8080

小川潔、大河直窮、岡本佼、大島政忠、川久保昇、河村

幸吉、渋川勇、玄田勲、木越樹、沓掛哲男と同夫人、桑

田省三、小林和夫、五宝外美雄、越馬純一、渋谷亮治、

鈴木秀俊、鈴木博、関川久男、田村実、多々静夫、高瀬

団、竹村博、辻良平、土屋功、中川正道、西川二郎、野

村純一、能崎富夫、橋本慶典、橋本良也、長谷川浩、林

希樹、永田正男と同夫人、二木清、備前祐次、広瀬哲彦、

広瀬末治、深井寛、福嫁勲、深見正孝、前田進、牧本一

夫、松本祀二、矢来正、丸山一郎、水野慶一郎、宮川隆

泰、宮崎欽滴、宮崎光二、武川昭男、元谷喜久夫、森川

幹久、矢田剛、山河隆、山田善一、山本浩、山本道生、

柚木学、横野浩、苦竹毎言臥　吉村誠恒、渡辺正造

【泉丘7期（昭和30年卒業）総会】

平成11年6月5日、手取川畔の辰口温泉「たが

わ龍泉閣」で11年度組合を開催した。

卒業以来44年。我々が在学していた頃、菜の花

畑の広がっていた校舎周辺の田園風景も、今は遠

い思い出である。

4月の一泉同窓会代表委員会で同期の小倉周一

郎君が次期会長に、同じく水谷昭君が同副会長に

推薦され、総会は、ご両人への激励の意味を込め

ての開催。急な呼び掛だったが、男64名、女31名

の計95名が集い、お互いの健康を祝し、思い出話

に夜を徹して大いに盛り上がった。

㊥〝甥＝塵桝
代表取締役社長蚊　谷　八　郎（泉丘14期、）

〒920－0902　金沢市尾張町2丁目16－80

TEL（076）263－6111㈹

FAX（076）222－3433

E・mail：h－katani＠nsknet．orJp
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【泉丘7期（昭和30年卒業）関東同期会について】

名簿によれば関東在住の昭和30年卒業の同期は

約80名であるが、その中の有志が三か月に一度の

nJ　昼食会、年一度の会合、一泊旅行またはゴルフ会

等を楽しんでいる。そもそもこの会の発端は意外

にも昭和40年初めの万博前夜の大阪で、勤務先の

近い仲間が御堂筋で持ち回りの昼食会を開いてい

たことに始まり、その主要メンバーが偶然同時期

に東京へ転勤となったことから、会はそのまま引

き継がれることになった。30歳代、40歳代高度成

長期の激務の中から時間を割き毎年数回、平均25

名参加の会合を六本木や巣鴨で開いた。50歳代に

入り、女子の参加者も増え始めた。今では一泊旅

し　行もまじえて開催している。

この同期会がうまくいっている秘訣は、世話役

が会社施設等を有効に利用してメンバーの負担を

ヽJ　軽くしていること、また電話等で気軽に呼び掛け

あう形で集まをネットワークができていること

で、他年度の同期会と比較してみても決してひけ

をとらない会だと自負している次第。今後も皆の

健康の許すかぎり続けてゆきたい。松本良雄記（31H）

闇毒曇
ツジ建築写真工房
代表・フォトグラファー

辻　　史　朗（泉丘14期）

TEL（076）243－8782・FAX243－8780

〒921－8151金沢市窪6丁目99　自宅℡243－8128

【第12回泉泳会総会・懇親会】＼

2年に一度の水泳部のOB会・泉泳会が平成11

年8月14日ノに開催された。今年も懐かしい母校の

プールで往年の水泳部眉にかえって水しぶきをあ

げこリレーなどの競技に汗を流しました。今年は、

ロー′マオリンピックの200メートル銀メダリスト

大崎剛彦さん（泉丘9期）も参加し昔と変わらな

い力強い泳ぎを披露した。

総会の後、ガーデンホテルで行われた懇親会で

は久しぶりの再会に杯を重ねて楽しい一時を過ご

した。

泉泳会の全局は第一期生の一中36期から泉丘51

期まで320名余。数多くの名選手を輩出した水泳

部は今年度も石川総合2位という立派な成績をお

さめているとのこと。OB会の泉泳会としては昨

年よりマスターズ水泳大会に出場し、これも現役

に負けず立派な成績を収めている。

㌢お、稔会において、泉泳会ネーム入りの水泳

帽子を作ることを決定し、会員に半額負担にて斡

旋することになった。ご希望の方は事務局石田ま

でお申し込み下さい。

第13回の泉泳会は平成13年夏に開催される予

定。次回には今回にも増して是非ご参加ください。

泉泳会会長　杯　繁夫（－中44期）

常任委員長　石田憲二（泉丘18期）

「眉然とともに歩む環境文化づくり」

建設繚合云ンサルタント

株式会社北日本ゴ打つうつイ

代表取締役牡鹿磯　野　洋　明（泉丘14期）

本　　社　〒920－0841金沢市浅野本町2丁目2番5号

TEL（076）252－3211～4　FAX（076）251－6610

東京支社　〒215－0005　神奈川県川崎市麻生区千代ヶ丘4－17－4

TEL（044）955－4369
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【陸上部OB会だより】

金沢泉丘高校陸上競技部OB会が発足してもう
15年が過ぎました。発足に当たって今はな′き山越

（旧姓村田）先生を始め多くの方々のご尽力をい
ただきました。

第一回線会をKKR会館で開き、小松囁一先生

（泉丘3期・現卯炭山工房）を初代会長た選び、
－中OB会と泉丘20期までの約200名でスタート
しました。泉丘高校陸上部は過去に県高校陸上競

技選手権大会で15年連続優勝した輝かしい実績が
あります。現在、金属を泉丘45期までに広げて400

名を越′える大所帯になっています。
この会の意義は母校の陸上競技部の生徒たちを

物心両面から激励することと、OB間の相互親睦
を進めることにあります。生徒たちの強化合宿、

北信越大会、インターハイ、国体などのため多額

の費用が必要であり、これらの諸経費を少しでも
援助できればと思っている次第です。

現在部貞たちは顧問の山下先生を中心に久木先

生、前田先生のご協力のもと一致団結して練習に
勉学に励んでいます。昨年11月、都大路を駆ける
第50回都道府県対抗高校駅伝県予選会（NHK金

沢放送局実況放送）では尾山台高校と互角のデッ
ドヒートを繰り広げたが階しくも2位になりまし

た。今年は是非優勝し県代表としで憧れの都大路
を走ってもらいたいものと期待しています。

2000年2月20日
金沢泉丘陸上競技部OB会

会長西村外志雄（泉丘8期）

【70作品華やや、に】

＼‘一美の同窓会”として活動する－泉桜美会は

ノ恒例の「第27回一泉桜美会美術展」を平成11年

10月21日～26日に金沢市片町のラブロ7階のア

一寸シアター石川で開いた。恩師2点、⊥中

OB29点、泉丘OB39点の合わせて70点が会場

を華やかに彩り連日多くの愛好者で販った。洋

画・写真・書・染色・工芸・彫刻・俳句額・抹

茶碗等多岐にわたる洗練された力作・秀作ぞろ

い。一中57期泉丘3／期で過去水墨の大作を出品

されていた平松茂氏がなくなられ、氏の作品の

ないのが寂しい。

一泉桜美会は旧制金沢一中と泉丘高の卒業生

の110人の向好の会で、若い層の加入を特にお

待ちしている。

台湾に八田技師記念室

台湾農業の恩人として現在も台湾の人々が敬

愛してやまない八田輿一氏（－中11期）と外代

樹夫妻の記念室が台湾鳥山頭水庫（ダム）のほ
とりに設けら＼れることになった。資料は「八田

技師を偲び嘉帝と友好の会」の事務局長中川外
司氏（泉丘8期）が約1年間にわたって鋭意集
めたもの約150点が中心。鳥山頭水庫は完成の

昭和5年当時束アギアでは最初の堰堤型ロック

ファイル下ダムで、その用水は金沢平野の約10
倍の面積を潅漑している。米の増産を目標にし

た当時の日本帝国の国策事業であったが、責任

者の八田技師が現地の人々分け隔てなく摸した

こと、耕作農民の立場、も配慮した配水計画であ

ったこと、昭和17年に南方へ行く輸送船撃沈で

戟没したこと、終戟後外代樹夫人が8人の子供

を残してダムサイドに投身し夫の後を追ったこ

とで、台湾め歴史に残ることになった。－泉校

史資料室からは輿一氏関係の写真と入学と卒業

時の学業成績順位を示す資料が提供されてい

る。

感
学校法人金沢工業大学

理事長泉　屋　利　郎（泉丘14期）

石川県石川都野々市町扇が丘7－1〒92ト8501

TELO76－248－1100　FAXO76－294－6746

建設機械販売・修理・リース

株式会社北国建機

代表取締役中　島　雄　介（泉丘14期）

〒92ト8805　石川郡野々市町稲荷1丁目11

TEL（076）248－2261FAX（076）248－2262

、

LJ
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三氏が母校で講演

宮Jll隆泰氏（－中54期）
「知識と情報」

平成11年10月13日啓泉講堂

で全生徒を対象に行われた。

哲学や社会学を基礎にした認

識論から始まり、情報と知識

にわたる高校教員生活の中で得た教育者として、

またスポーツ指導者としての貴重な体験談。練

習、栄養、時間、保健の具体的な事項から、組織

の組み立て方、勝者敗者の条件、海外遠征の状況

など多岐にわたり、人生訓とも言える具体的で明

快な話し振りに生徒は真剣に聞き入った。

、巾』ノ

と知恵との関係、道具としてのコンピューターの

役割と人間の判断の主体性との関係分析、そして

現代の大学での学生のあり方、自分の個性と実社

会の関係に至るまで、奥深い内容であった。物事

を基本・原理から考える態度を説かれを。宮川氏

は三菱総合研究所の主任研究員を務められ、金融

バブルを引き起こした日本人を暗に批判する中央

公論新書『岩崎小弥太伝』の著者。

生垣　茂氏（－中58・泉丘4期）

「高校生の喫煙は
何故悪いか」

平成11年12月14日啓泉講堂

で行われ、多年に渡る医療の

現場で収集されたスライドと

実証的な統計・知識と臨床経験を使ってタバコの

害を教える説得的な内容であった。生垣茂氏は輪

島絵合病院の院長として地域医療に取り組む一

方、喫煙の抑止を呼びかけて来た。人柄のおおら

かさと暖かさで患者さんにも病院関係者にもファ

ンが多い。

河原山晴夫氏（泉丘5期）

「スポーウで得たもの」
平成12年2月啓泉講堂で1

・2年生対象に行われた。氏

は泉丘高在学中はバドミント

ンのインターハイ選手。永年

修学旅行から海外旅行まで

勉◎厳日本旅行業協会

運鰯大臣登録●旅行業第1099号

髪β那汐
（ツアーシステム株式会社）

代表取締役社長堂　井　重　昭（泉丘14期）

〒92ト8011金沢市入江2丁目88

TEL（076）292－0055　FAX（076）292－0075

http：／／www．toursystem．cojp

一泉資料室も協力

金沢「明治の中・高等学校」
平成11年5月19日から同年12月19日まで

′［金沢・明治の中高等学校展」が、金沢市本

多町の市立「ふるさと偉人館」で開かれた。

この特別展は、市政施行110周年記念事業に

協賛して、学校の役割と今後の金沢の教育を

考えるもの。わが－泉校史資料室からは、明

治30年代に新築なった本多町校舎内の諸資料

が出品された。明治36年のセピア色の卒業写

真は久田督（おきむ）校長を中心に教職員、

卒業生全員が写ったもの。自由聞達な校風の

下、大正から昭和の10年代にかけて日本をリ

ードした数多くの逸材を生み、母校金沢一中

の名を高めた。

資料の中で目を引

いたのは、生徒の手

になる精密な動物や

植物の解剖図。同時

展示の第四高等学校

の物理の実験器具や

生物の実験写真など

とともに、明治の日

本が理科・科学教育

〉人　に一貫して力を注い

でいたことが偲ばれ

る。

東京海上専属代理店

Q読式会社イシシロ

伐表取締役　石　代　修　一（泉丘14期）

〒92ト8052　金沢市保古1丁目235－1

TEL（076）269－3200

FAX（076）269－3456
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彫刻家

木村珪二氏（－中29期）の幻の三部作

木村珪二氏は東京美術専門学校卒業の彫刻家で

日展審査月、東京教育大学の教授として活躍され

た。

氏は昭和17年の金沢一中創立50周年記念に『練

成』像を寄贈された。筋骨たくましい『練成』像

は塑像で少しずつ傷みが進んでいる。銅像に替え

られればよいのだが。旧校舎の講堂向かって左奥

の『練成』像がまぶたの裏に焼き付いている同窓

生も多いだろう。1984（昭和59）年の新校舎に改

築後は一時教室棟中央階段下

にあったが、現在は、啓泉講

堂の向って左奥。昔と同じ場

所に設喜されている。

1963（昭和38）年の一泉70

周年には『逆流』像が寄贈さ

れ、同34年に新設された図書

館棟の運動場側に置かれた。

その後新校舎になってから 『練成』

は、正面ドーム奥の車庫に移され

た。ただ残念ながら生徒の意識す

るものも少なく点景化している。

木村氏の作品に『練成』、『逆流』

像に続き、『久遠』像（昭和40年

第8回新日展入選作）がある。青

年期の鍛錬を意味する『練成』、世

に出てからは『逆流』といえども

歩む気概、そして完成を意味する

『久遠』。まさに若者に語りかける　　『久遠』

三部作として生み出されたといえようJ。そこで、

1983年の－泉90周年記念には『久遠』像を是非に

『逆流』

という同窓会関係者の希望が強

く、当時の同窓会事務局長の西多

外書次氏（－中39期）が奔走され、

ご遺族の了承．を得てあったが、諸

事情でいまだ実現していない。

『久遠』像の原像は、昭和57年

に珪二氏のご子息松夫氏が石川県

立美術館に寄贈された。（正村記）

平成11年度一泉文庫寄贈・購入本

痛，リ叛liで、 互い小hk 悠∵工芳澤禦予告五平鳥．．、ih【√一、－㌻ふl＿㌧＿し∵∵十㌧」
浩三葦 tr写　　　　　 蕎 警認 諾…

光ある記録－わが六十年の歩み－ 田辺達雄 （－中52期） 田辺建雄 （一中52期）

逆風順風 河毛二郎 （一中43期） 河毛二郎 （一中43期）

朱木 （第 7 号） 金沢一中54期 同期会 金沢一中54期同窓会

奥田代議士の30年 （ビデオ） 北陸放送 奥田建 （泉丘29期）

検察生活を顧みて （ビデオ） 土肥孝治 （一中58期） 毎 日放送

高峰譲吉 と久田督 （ビデオ） 北陸放送 久田丈一郎

芭蕉の山河 〔お く｛のほそ道私記〕 加藤椒郁 （一中30期） 購入

猫 加藤椒郁 （一中30期） 購入

鶴　 彬一反戟川柳作家 深井一郎 （一中49期） 相坂一成 （泉丘 4 期）

「俗字類衆」捻索引「李花亭文庫 深井一郎 （一中49期） 相坂一成 （泉丘 4 期）

阪神淡路大震災年
での小さなボランティア

　　　活動記録

亀田　 康 （泉丘 2 期） 亀田　 康 （泉丘 2 期）

北の都 開　 明 （一中55期） 開　 明 （一中55期）

詩編 と詩論　＜サランコットの朝方に＞ 高橋サブロー （泉丘 7期） 高橋サブロー （泉丘 7期）

随想集　 荒廃 玉村文雄 （一中42期） 玉村文雄 （一中42期）

語｛り・寓意 ・イデオロギー 西田谷洋 （泉丘37期） 西田谷洋 （泉丘37期）

十五桜会　 喜寿一言菓 十五桜会有志 十五桜会有志

近世庶民生活史料　　一未刊 日記集成 1 ・2 茶谷十六 （泉11期） ・松岡精編 茶谷十六 （泉11期）

院内銀山の日々 「門屋養安 日記」 茶谷十六 （泉11期） 茶谷十六 （泉11期）

＼
〕
ぶ
．
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hJ

高森隆介氏（一中19期）が

守った三蔵法師の遺骨
昭和17年、南京駐屯の日本陸軍の造兵廠部隊司

令官であった高率隆介大佐（－中19期）は、南京

郊外のあろ丘の上に立った時、霊感があったとい

う。丘の上に、＼日本兵士たちの宗教心に応えるた

めお稲荷さんを建てるつもりであった。ところが

日本軍による整地作業の時、地中に巨大な石板が

あって、めくると人骨の入った石棺が出てきた。

お棺の裏蓋に由緒書があり、唐帝国初期にインド

へ、シルクロードを旅して大蔵経を持ち帰り漢語～

に翻訳した玄弊三蔵法師と、弟子たちの頭骨およ

び副葬品であることが分かった。

玄葬は西遊記の三蔵法師のモデルであり、中国

仏教史の中ではもっとも尊敬されている人物であ

る。由緒書から、唐初期の高宗皇帝に厚く尊崇さ

れ、遺骨ははじめ長安に葬られたが、唐末の黄巣

の乱であばかれ、次の采の時代には北方遊牧民の

侵入を逃れ、華中へ移されたということが分かっ

た。清朝末以降所在不明になっていた。

この発掘品は、当時親日派であった南京の王精

衛国民党政権が法要を行い、全点引き取った。中

国側がこのことに感謝し、仏教の束の終着点であ

る日本に分骨してくれたのが昭和19年。受取側の

日本仏教協会は空襲が激しくなって、東京に置け

ず、埼玉県岩槻の慈恩寺に預けた。

終戟時、陸軍少将であった高森部隊長は中国に

残留させられた。奥さんと子供さんの御家族は、

）　　日本人の運転手が皆逃げてしまっていたので、義
一・　一1一一■・－一一一・一■・・．■■－■－■－－　　　　　　　　■

理堅い中国人の運転するトラックで波止場まで送

られ、石炭船で無事引き揚げてきた。

遅れて帰国した高森氏は金沢蛤坂新道で謡の師

匠をして暮した。南京

に行くまで大阪の砲兵

工廠に勤務していた関

係で、川崎製鉄からの

紹介で金沢の金太商店

（鉄鋼の卸問屋）の顧

問にもなっていた。ま

た、日華親善東亜文化

復興玄弊三蔵法師遺徳

署仰会理事になってい

る。昭和29年に亡くな

三蔵法師遺骨の発見

られ、森山の浄立寺（本願寺沢柳御坊）に葬られ

加＿たが」後にクリスチャンのご子孫によって北海道

へ移された。

戟後、国際環境は一変したが、日本分骨につい

ては中国の国民党正統政府も重光葵民らの伸介に

よって認めてくれた。高森氏の最晩年に台湾の国

慶節に呼んでくれたがJ残念ながら高齢で行けな

かったという。台湾の日月津の辺の三蔵塔には南

京からの分骨が祀られている。高森氏没後も、未亡

人に台湾から法要時に招待がきていた。台湾の観

光案内書には、戟争中日本軍が南京から遺骨を持

ち出したとだけ書いて＼あるが、経緯が不明である。

高森部隊長が文化を大切にし発掘時の処置をあ

やまらなかったことが、後々までも日中友好、特

に仏教界の交流に好影響を与えることになった。

なお日本では遺骨は他所へも分骨されたが、玄葬

が法相宗であった関係から日本の法相宗総本山の

奈良薬師寺に最終的に落ち着いた。高田好胤師が

計画され、薬師寺境内に天平様式の三蔵院を建立

し祀った。現在、華内あ講堂昼2P鱒年未完成を目

指して平山郁夫画伯が仏教東漸の長大な壁画を制

作中である。

1999年末、泉丘高校の万葉大和旅行隊が薬師寺

を訪問したときは、高森部隊長の出身校の後輩だ

ということで、二隊が二日にわたって三蔵堂を開

扉して詳細な説明を頂き、随分勉強になった。

高森隆介氏の事跡は、台湾の嘉南に大用水を建

設した八田輿一氏（一中11期）とともに、忘れて

はならないことである。　　　　　　（正村記）

参考『玄弊三蔵のシルクロード』

『日本にのこる三蔵法師の面影』ノ

薬師寺副住職安田嘆胤著

高森隆介氏関係者からの聞き書き

ご‘■∴　∴
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金沢一中54期会誌

『朱木7号』発刊
金沢一中54期の期会誌『宋木7号』が発刊

されたご古希を記念しての編纂であるカさ、同

窓会誌によくある回顧録ではない。70年の年

輪の′集積の上にたって現在・未来に展望が繭

けている。同窓同期という因子で峰共通であ

るが∴一人一人の問題意識が広く鋭く多岐に

わたっている。どのページを開いても知的刺

激に満ちていて読みごたえがあり驚きであ

る。‘朱木に感謝しでという文章の中に「人

生の嘗酸と魂の浄化」という言葉があった。

すぐれた同期会誌がもたらすものであろう。

）（正村）へ

校庭のさくら
金沢泉丘高校の校庭の桜がようやくほころびか

けた4月10′日、第55回入学式が挙行された（泉丘

10期／の中山修校長が退職、代って泉丘12期徳田寿

秋校長が着任した）。この日、一中47期の方々が花

曇りの下、巌霜碑前で慰霊祭を催行されたが、昭

和12年当時在校していて植樹作業に加わっていた

だけに感慨一入のようであった。－泉編集室も桜

を愛でながら編集作業に取り掛った。

校地内の桜の本数は、今年の3月初旬まで94

本。根元で2本3本に分かれているものを1本と

しての計算である。この3月、泉丘52回の卒業生

が卒業記念にシダレザタラを1本植樹したので95

本になった。

昭和12年に金沢一中が現在の地に移転した時、

当時5年生であった荒川宏氏（一中45期）は、生

徒らの手で桜を100本植樹したと言われる。それ

以降昭和36年に昭和も年卒業の六桜会（一中38

期）が卒業30周年記念に植樹したケンロクエンキ

クザタラ6本、昭和59年に野々市一泉同窓会が

野々市一泉同窓会結成と、一泉90周年を記念して

植樹した6本、

運動場の縁の老

木の並木の中の

若木が5本、巌

霜碑の傍の元気

な1本、それに

上記のシダレザ

タラ1本の計19本で→あ

る。したがって19本を現

存する95本から引＼く　と当

初の100本の桜は76本に減

ったことになる。この76

本はすべて葉芽の出る前

に＼十斉に満開となる、ソ

メイヨシノと思われる。

毎年アメリカシロヒ‾ト

リの季融こなると、通行人や近所から苦情の電話

が来るので、昨年4月3日、開花前に運動場の道

路側に出ている枝を暫定した。植木屋の都合もあ

り早目に作業が行われたのだが、抗議の電話が掛

かるやら、花を愛する心を教育しないのかと新聞

に投書されるやらひんしゅくをかった。4月3日

当日は一泉同窓会代表委眉会が開催され、判北会

長提案で、新会長に満場一致で小倉周一郎氏（泉

丘7期）が推薦された日であった。当日出席者の

多くは暫定されたさくらの姿を見て唖然差してお

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　、竹．

現在泉丘高校にはアメIよカ人女性のデイー先生

と、ホームステイのカナダ人女性生徒のローラさ

んがいる。二人ともさくらを眺めて「大変美しい」

「とてもきれい」と感嘆することしきり。彼女ら

は日本語を熱心に勉強しているが、必ずや日本の

伝統文化をも理解してくれるに違いない。

編集後記

一泉28号の発行が随分遅れてしまい、申し訳あ

りません。同窓会のEmailが以下のように決ま

りました。同窓会に対するご意見、ご要望を気軽

にお寄せ下きい。

Email：isseru（nZ＠hotmail．com

「一泉」の原稿もお待ちします。′紙幅の関係もあ

りますので大作はご遠慮申し上げます。
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正 村 健 三 （泉 丘 4 期 ）浅 香 以都 子 （蕃 丘 10期 ）

ご小 林 弘 子 （泉 丘 1 2期 ）　 ／＼＼

邁 字 ・坂 野 雄 一 （－ 中 5 4期 ）
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